
 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 

 アマチュア無線にもデジタル技術が多く使われる

ようになりましたが、筆者は未だコリンズ社の

KWM-2(A) や S-Line と呼ばれ る 75S-3(C) と

32S-3(A)を愛用しています。 

 往年の名機ですが電源投入後 30 分間ぐらいは温

度変化に伴うドリフトが100Hz～150Hzの範囲で発

生します。PTO を強制空冷する対策方法や PTO を

DDSに代替させる対策方法もありますが、これらの

方法では十分に満足できる結果が得られず、コリン

ズの操作性やオリジナリティーを損なうこともあっ

て、Cumbria designs社から発売されている X-Lock 

3 を用いて PTO(70K-2)のドリフト課題を一掃する

ことに挑戦してみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 X-Lock 3を用いることで見違えるような安定感が

得られましたので本稿で紹介いたします。ドレーク

の製品や国産の製品にも X-Lock 3 は十分活用でき

ると思います。 

 

X-Lock 3 VFO Stabilizerの紹介 

 図１は X-Lock3の回路図です。PTOの出力信号を

分配して X-Lock3の RFに接続し、PIC16F628の周

波数カウンターを用いて周波数のドリフトを計測し、

ドリフトに応じて出力電圧を制御しバリキャップの

容量を可変させロックした周波数に PTO の周波数

を引き戻す自動制御回路です。 
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図１ X-Lock３の回路図 



 この回路の原型は、1970 年に PA0KSB によって

考案され、当時 VFO Stabilizer と呼ばれアナログ

VFOを安定化させる記事がHam Journal 誌に紹介

されました。 

 『あれから 40年！』PICを使いリット機能も装備

され進化した X-Lock 3 VFO Stabilizerが販売され

ていることをインターネットで見つけ、早速

Cumbria designs 社に注文すると、1 週間で写真１

のキットが届きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

X-Lock３の組み立て 

 

 基板は 4cm×6cmと小さいものです。英文のマニ

ュアルに記載されている回路図と基板を照らし合わ

せながら部品のハンダ付けを進めると、２時間程で

キットが組み上がりました。 

 組み上がった回路のテストも ICを装着せずにVcc

の電圧を測定する程度で、調整を必要とする個所も

全くありません。加齢に伴い筆者は視力が衰えてい

ますが誰にでも簡単に製作できるよう基板への印刷

など配慮されていて、部品配置の間違いも起こさず

容易に組み上がりました。 

 写真２は組み上がった X-Lock3です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

X-Lock3への制御信号入力 

 過去に発表された記事は PTO のプレートから極

僅かな容量のカップリングコンデンサを使ってピッ

クアップする方法が紹介されています。7Pの真空管

スペアーソケットを作り実験しましたが、ケースの

上蓋が PTO の真空管に当たり扉がきちんと閉まら

ず実用性に欠けます。従って、KWM-2(A)は EXIT 

VFO端子、75-S3(B,C)は VFO OUT 端子の RCAジ

ャックから 5KΩの抵抗とシールド線を介して ピッ

クアップすることにしました（写真３）。75-S3(B,C)

の VFO OUTはトランシーブ操作の時、32S-3(A)に

供給しますので RCAの２分配器（写真４）を用いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5KΩの抵抗を介すことで、32S-3(A)の送信出力へ

 
写真１ 到着した X-Lock3のキット 

 

写真２ 組み上がった X-Lock3 

 

写真３ 制御信号入力端子 



の悪影響も殆ど感じられず、X-Lock3 の回路も正常

に働きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

X－Lock３の出力端子と PTOへの接続 

 図３は制御信号出力端子を用いて PTO にフィー

ドバックする方法です。過去の記事には PTOを分解

して PTO の内部に接続する理想的な方法や、PTO

発信管のコントロールグリッドに疎結合させる方法

が提案されていますが、筆者はコリンズ製品を一切

改造したくないので別の接続方法を探すことにしま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PTOを調整したことがある方ならお気づきだと思

いますが、PTOのトリマーコンデンサに金属製のド

ライバーを接触させると発信周波数が少し変化しま

す。そこで、ワニ口クリップを用いて制御信号出力

端子（写真５）を PTOのトリマーコンデンサに接続

（写真６）することにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

力が加わるとワニ口クリップは簡単に外れますが、

コリンズ製品本体にキズを付けることなく接続でき、

とても妙案だと思います。ワニ口クリップが外れる

事が気に入らない人は、制御信号出力端子をトリマ

ーコンデンサにハンダ付けしても良いと思います。 

 

コリンズ PTOの安定度 

 X-Lock３を使用しない場合、電源投入後 15 分間

での周波数変化量（PTO+HFCO）は、KWS-2(A)で

131Hz、75S-3(B,C)で 117Hzでした。 

 X-Lock３を使用した場合、それぞれ -11Hz と

-12HzでX-Lock３を接続することで安定度が大きく

改善します。 

 表１でも判るように、PTOの安定度を向上させて

も、送信周波数は PTO の安定度より少し劣ります。

PTOと同様に送信周波数をより安定させるには、セ

カンド・ミキサーに供給される HFOC（ハイ・フレ

ケンシー・クリスタル・オシレータ）回路の出力と

PTO の出力を合成するか、電源投入後約 10 分待つ

か、どちらかが必要でしょう。 

 

 

写真４ RCA２分配器 

 

 
写真５ 制御信号出力端子 

図３ 制御信号出力端子の回路図 

 
写真６ 制御出力端子の接続 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

X-Lock３の動作概要 

 KWM-2(A)の電源を入れると、X-Lock3 の LED は

赤点灯します（ロックされていない状況）。しばらく

するとPTOの発信が始まりLEDは緑点灯します（ロ

ックされている状況）。メインダイヤルを回すと

LEDは赤点灯しロックが外れます。メインダイヤル

から手を離すと緑点灯に変わり再びロックします。 

 温度変化などにより少しずつ周波数が変化する場

合はロックした周波数に引き戻す動作をし、ダイヤ

ルを回すなど大きく周波数が変化した場合にはロッ

クを解除します。 

 

まとめ 

 コリンズ製品に使われている PTO(70K-2)の周波

数安定度は当時の製品として非常に優れていたと思

います。しかし、現在ハイテク無線機を使い始める

と、100Hz～150Hzのドリフトが気になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親切な方だと、周波数のずれを教えてくださったり

するので、余計に気になります。コリンズに DDSを

接続する方法もありますが、コリンズ愛好家として

はメインダイヤルを回す操作を失いたくはありませ

ん。 

 そんな思いで今回コリンズ製品のドリフト対策に

取り組みましたが電源投入後 10 分が経過すれば、

SSB での長話通信においても大丈夫です。X-Lock

を使用する前は別の無線機でモニターし、ドリフト

の様子を確認しながら大きくずれた場合にはピョー

ンピョーーンとキャリブレーションを取り直し使っ

ていました。X-Lock3 を接続すれば、その必要も全

くありません。 

 X-Lock３を KWS-2(A)や７５S-3(B,C)のケースの

トビラの裏に装着すると収まり具合もよく、指穴か

ら LEDが見えるように装着すると極めて FBです。 

 
表１ ドリフト量の測定

結果 



 TS-510 や FT-101 など懐かしい無線機にも
X-Lock３は使えると思います。制御信号出力端子の
作り方（コンデンサ容量とバリキャップの選択）で、
カバーできるドリフトの周波数範囲を最適化するこ
ともできます。無線機に応じて工夫すると良いでし
ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年のハムフェアで（HF アンテナ研究会のブー
ス）展示すると同時に、少量の X-Lock３キットの配
布を予定しております。興味のある方はぜひご来場
ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真９ 筆者の無線機 KWM-2Aと 312B-5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真８ X-Lock３を KWM-2Aで運用している様子 

 

また、X-Lock 3は以下のホームページで詳しく紹介

されていますし、マニュアルも入手できますので参

考にしてください。 

http://www.cumbriadesigns.co.uk/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真７ X-Lock３をケースの上トビラに装着 

 

 


